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二足歩行
Infomaticsの創刊号の巻頭言で阪井本部長が「情報基盤本部と教育の情報化推進本部の二足歩行の時代に入っ
た」と書かれました。私はその教育の情報化推進本部を支える教育支援部教育支援事務室に所属しています。
2007年度，私たちの職場環境は激変しました。4月に情報基盤本部が発足し，9月には事務機構改革が行われま
した。私の赴任した「駿河台教育メディアグループ」は，以前は「教育研究システム課」でした。10名いた職員が現在
は7名になりました。否が応でもフロアの中で業務の組み換え，業務の見直し，意識の変革が必要です。日々フロア
のスタッフとディスカッションしながら努力しています。
教育メディアグループは駿河台，和泉1生田の各キャンパスにありますが，その3地区のメディアグループで情報を
共有し，連携して業務にあたろうと努力しています。
今回の拙文では紙面をいただき，私の中でとても重要度の高い「モチベーション」について述べさせていただきたい
と思います。
疎外された労働
組織の構成員がモチベーション（能動的な動機，働く意欲）を持っには，「疎外された労働」を無くし，「意思決定過
程」へ参加できることが大切であると言われています。（モチベーション入門（日経文庫）田尾雅夫より）
自分の仕事に関連することが新聞報道から知ることになったり，意見を述べる場所がなかったりすると，人は複雑な
気持ちを抱くことになるでしょう。職場のメンタルヘルスにもかかわってきます。本当に情報の流通共有，交流は難し
いものです。
モチベーションがあれば120％のパフォーマンス
さて，昨今の増大する業務，漸減するスタッフ体制の中では，いかに一人一人のパフォーマンスを高めていくかが
鍵となります。モチベーションがないままだと人はその能力の7割も発揮できないでしょう。逆にモチベーションが保た
れた状態だと120％の力を発揮するでしょう。もうこれだけで2倍近い差が発生します。
また，意思疎通がないがために発生したトラブルを回復するための労力と時間と徒労感は誰もが経験したことがある
と思います。
モチベーションの基礎（マズローの欲求の5段階）
ではモチベーションとは基本的にどのように成長するのか，よく知られた理論をここで紹介します。
A．H．マズローは人間の欲望には段階があるとしました。
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第五段階：・
第四段階：・
第三段階：・・
第二段階：・・
第一段階：
　　　　　　自己実現の欲求
　　　　・・尊厳と自尊の欲求
・・・…@　所属と愛情の欲求
・・・・…@　安全の欲求
・・・・…@　生存の欲求
この5段階はピラミッドのようになっており，第一段階が満たされると第二段階が現れます。そしてある段階が満たさ
れると次の段階が現れるといいます。これを仕事に当てはめると，少なくとも明治大学では「生存」と「安全」は確保さ
れていると思われます。また「所属」は確保されていますが，「愛情」はどうでしょうか。多くの人はこのあたりを漂ってい
るのではないでしょうか。
モチベーションは一人では上がらない
モチベーションを上げるには一人だけ努力しても無理です。よく顧客満足を達成するには従業員も満足していない
と無理と言われます。モチベーションも一人だけががんばれば上がるものではなく，職場環境，上下関係，横関係と
包括的に取り組まなくてはその実現は困難だと思います。
具体的には，
　・取り組むべき仕事について必要な情報をタイムリーに入手できる仕組みがある
　・関係者で健全な対話が行えて新しい何かを一緒に生み出すことができる土壌があること
　・仕事の努力，成果を認めてもらえる場があること
が必要だと思います。
セルフエスティーム
最近仕事の同僚から良い言葉を教えてもらいました。「セルフエスティーム」という言葉です。自分自身に対して肯
定的感情を持っこと，健全な自尊心，自尊感情だそうです。まさしくマズローの欲求の5段階の4段階目に出てきたキ
ーワードです。
　ひとつひとつの現場で各自がこのセルフエスティームを持って働けるように，現場の一員として周りの様々な人と共
鳴（創刊号の阪井本部長の言葉を借りました）しながら仕事をしていきたいと思っています。
　そして第五段階の「自己実現」が大学のミッションと合致することを夢みたいと思います。
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